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1 はじめに

昨今のインターネットの発展により，様々なWebコ

ンテンツが爆発的に普及している．中には世界中のユー

ザに利用されているWebコンテンツも存在する．代表

的なものとしてYouTube等の動画共有サービス，Ama-

zon等の EC(電子商取引)，Facebook等の SNSが挙げ

られる．しかし，これらのWeb コンテンツに夢中に

なるあまり，勉学が疎かになるなど，実生活に支障を

きたしている事に悩んでいる人々もいる．このような，

言わばWebコンテンツの誘惑に負けてしまう人々の悩

みを解決するには，自身のアクセス行為を制御すると

いう方法がある．そして現在，アクセス制限を行う技

術としてフィルタリング技術がある．

しかし現存するフィルタリング技術は，管理者側が

利用者に対してアクセス制御を行う目的で作られてお

り，これは管理者に向けて作られていると言える．そ

のため自身のアクセス行為をフィルタリングしようと

考えた場合，現状の技術ではユーザが望んでいる細か

いニーズに応えるには不十分である．そこで本研究で

は，自身のアクセス行為をフィルタリングするための

手法を提案し，その手法に従ったシステムを作成する

ことで有用性を検証する．

2 提案手法

2.1 フィルタリングブラウザの作成

自身のアクセス行為をフィルタリングする方法は様々

なものが考えられるが，拡張性の高さを考慮してオリ

ジナルのWeb ブラウザ（以下フィルタリングブラウ

ザ）を作成して研究を行う．

Webコンテンツは多岐に渡り，ユーザが望むフィル

タリングに関するニーズも多種多様である．そこで，

Webページの構成を内容，ID，アクションに分類し,

それぞれに基づいてフィルタリングする機能，及び，時
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間指定機能の 4つをフィルタリングブラウザに実装す

る．表 1に，本システムと関連研究 [1]とのフィルタリ

ング対象の違いを示す．

表 1: フィルタリング対象の比較

内容 ID アクション 時間指定

関連研究 [1] X - - -

本システム X X X X

2.2 内容フィルタリング機能

Webページ上の文字をフィルタリングする機能であ

る．フィルタリングされた文字は，空白に置き換えら

れて表示される．

この機能は，関連項目からの脱線を防ぐのに便利で

ある．例えばインターネットで何かを調べるとき，Web

ページ上には様々な情報が掲載されているため，必要

な情報以外を目にして，違う話題に時間を取られてし

まう可能性がある．そのような場合に，自分が気になっ

てしまう言葉を隠すことで，効率よく必要な情報を得

る事が出来るようなブラウジング環境を手にする事が

出来る．図 1は，モンテカルロ法のWikipediaページ

において，「コンピュータ囲碁」という言葉を内容フィ

ルタリングした例であり，「GNU Octave」の下にあっ

た「コンピュータ囲碁」が空白に置き換わっている．

図 1: 内容フィルタリング機能の実行画面

2.3 IDフィルタリング機能

URLを基にフィルタリングを行う機能である．URL

の完全一致だけではなく，部分一致も指定可能である．

部分一致の場合は，URLに特定のドメインが含まれて

いれば遮断する．

この機能は，テスト勉強など何かに集中したいとき
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便利である．例えば YouTubeで動画を閲覧する事が

趣味の人は，動画に夢中になるあまりテスト勉強をお

ろそかにしてしまう可能性がある．そのような場合に，

テスト終了日まで YouTubeに接続出来ないようにす

ることで，テスト勉強に集中出来るように手助けをし

てくれる．図 2に，「youtube.com」のドメインが含ま

れるページを遮断した例を示す．

図 2: IDフィルタリング機能の実行画面

2.4 アクションフィルタリング機能

Webページ上でアクション（購入する，再生する，

投稿する等）を備えたボタンをフィルタリングする機

能である．フィルタリングされたボタンは，表示が消

えてボタンを押すことが出来なくなる．

この機能は，通販サイトでのウィンドウショッピン

グに便利な機能である．例えば気になっている商品の

概要や評価が気になるため，通販サイトで商品を調べ

てみようと考えたとする．しかしサイトを開くと，後

先考えずについつい商品を購入してしまう恐れがあり，

無駄な出費をしてしまう可能性がある．そのような場

合に，例えば給料日まで通販サイトの購入ボタンを押

せないようにすることで，安心してウィンドウショッピ

ングが出来るようになる．図 3に，通販サイトAmazon

の商品ページにおいて，「ショッピングカートに入れる」

というボタンをフィルタリングした例を示す．

図 3: アクションフィルタリング機能の実行画面

2.5 時間指定機能

自己抑制の為のフィルタリングであるため，好きな

時に設定を解除出来るようでは無意味である．そこで，

上記に示した 3つの機能全てにおいて時間指定を出来

るようにした．時間指定機能により，指定した時間を

過ぎるまではフィルタリングの設定を解除する事が出

来ないようになる．なお，指定した時間を過ぎると設

定が解除出来るようになるだけで，設定を解除しない

限りは各種フィルタリングは継続される．

3 評価実験

日常的にインターネットを利用している 9人の一般

人を対象にして，内容フィルタリング機能，IDフィル

タリング機能，アクションフィルタリング機能がそれ

ぞれ自己抑制の役に立つかを調査する為にアンケート

を実施した．なお，前述の 3つの機能はいずれも時間

指定機能と組み合わせて使用した．表 2に各種機能に

おける 4段階評価の平均値を示す．各評価項目は「役

に立ちそう」は 4，「少し役に立ちそう」は 3，「あまり

役に立ちそうにない」は 2，「役に立ちそうにない」は

1となっている．

表 2: 各種機能に対する評価の平均値

機能名 評価値

内容フィルタリング機能　　　 　 2.67

IDフィルタリング機能　　　 3.44

アクションフィルタリング機能 3.56

表 2の結果から，IDフィルタリング機能とアクショ

ンフィルタリング機能は，自己抑制の為の機能として

有用である事がわかる．一方で，内容フィルタリング

機能はあまり有用性が高いとは言えない結果となった．

内容フィルタリング機能に低い評価をつけた人の中

に「空白になっていても，自分が登録した単語なので

容易に推測出来てしまい，気になってしまうのは避け

られない」という意見があった．これは，ユーザが登録

した単語の関連語も同時にフィルタリングすることで

解決出来ると考える．関連語というのは，例えば「野

球」の場合，球団名や選手の名前などが挙げられる．関

連語も空白に置き換わると，自分が登録した単語の推

測が難しくなり，気にならなくなると考える．

以上の考察を踏まえ，今後は関連語もフィルタリン

グ出来るようなシステムの作成に取り組む必要がある．

4 おわりに

過度なWebコンテンツへの没頭を防ぐために，ユー

ザの自己抑制を手助けするフィルタリング機能を付加

した「自己抑制フィルタリングブラウザの試作」の概

要とその評価について述べた．
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